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  まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 60068-2-64:2011
は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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序文 

この規格は，2008 年に第 2 版として発行された IEC 60068-2-64 及び 2019 年に発行された Amendment 1
を基に，技術的内容及び構成を変更することなく作成した日本産業規格である。ただし，追補（amendment）
については，編集し，一体とした。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格は，ランダムな振動を受ける電気製品及び電子製品（以下，供試品という。）に一般的に適用す

ることを目的としている。この規格の試験方法及び指針は，デジタル技術を用いた広帯域ランダム振動（以

下，ランダム振動という。）に基づいている。個別の製品規格に規定する場合，個々の製品に適用するため

の変更は許容する。 

ランダム振動試験は，他のほとんどの試験と比べて，決定論的ではなく，統計的技術に基づいている。

したがって，ランダム振動試験は，確率的用語及び統計的平均を用いて規定する。 

ランダム振動試験は，常にある程度の技術的判断を必要とするものであること，及び供給者と購入者と

の双方で，このことを十分に認識する必要がある。製品規格に規定がある場合は，供試品及びその使用条

件に適合した試験手順及び試験条件の選択が期待される。 

この試験方法は，コンピュータ制御器を備えた動電式又はサーボ油圧式の振動発生機を用いることを前

提としている。 

従来の汎用広帯域ランダム振動試験は，ガウス分布の振幅をもつ波形を利用する。ただし，そのように

指定している場合，この試験手順は，非ガウス分布の振幅をもつランダム振動試験でも利用可能である。

このような試験は，高せん（尖）度試験として知られている。 

各環境における試験条件の例を附属書 A に示す。附属書 B には，ランダム振動試験の指針を示す。 

附属書 C は，非ガウス分布及び／又は高せん（尖）度試験に関する参考情報を提供する附属書である。 
  


